
敦賀市立看護大学後援会 令和７年度第２回役員会 議事録 

 

日 時  令和８年１月２６日（月）１９：００～１９：５０ 

場 所  敦賀市立看護大学 第１会議室 

出席者  梶川和則会長、八原和之副会長、甲斐政代理事、伊藤友紀理事、桑島縁理事、 

尾下竜也理事、梅野智子理事 

       佐々木綾子教授、池原知美講師、山本英司教務学生課長、橋本薫教務学生課係長 

欠席者  戸田裕之理事 

 

 

１ 議事 

  （１）令和７年度役員の任期満了について 

事務局より、敦賀市立看護大学後援会会則に基づき、役員の梶川会長、戸田理事、 

伊藤理事、桑島理事の任期満了が報告され、今年度で退任となる梶川会長より挨拶があった。 

また、伊藤理事と桑島理事は、次期においても再任することとなった。 

     

  （２）令和８年度役員の選出について 

新会長に八原副会長、新副会長に伊藤理事が就任することについて承認された。 

 

  （３）令和７年度後援会事業に関する学生アンケート結果について 

     事務局より、資料１に基づき報告され、アンケート結果は次年度予算の参考とすること

とした。 

     会員には、アンケート結果を、広報誌「すずかけ」とともに郵送することとした。 

 

＜主な意見・質疑応答＞ 

八原副会長 

・臨地実習交通費助成について、特に、実習先が市外の学生には、手厚く助成してもらえると 

ありがたい。 

・一人暮らしの学生が多く、駅やバス停付近に住んでいない学生も多いと聞く。実習先に乗り合い 

で行くことができる制度があれば良いと思う。 

 

梶川会長 

・広報しているにも関わらず、毎年、アンケート結果では、助成について知らなかったと回答 

している学生がいる。 

事務局 

・５月の総会終了後、事業内容については、ポータルやメールを利用して周知を行ったり、 

ホームページへの掲載や、教務学生課前掲示板への掲示も行っている。また、それぞれの事業の 

申請時期には、都度、対象となる学生にメール等で周知を行っている。 

 



伊藤理事 

・臨地実習交通費助成について、実習前のオリエンテーションで周知は行っていないのか。 

事務局 

・担当の教員から、後援会の助成があることは周知している。２月の申請のタイミングで再度 

周知を行う。 

 

八原副会長 

・ライン等、簡単に配信できる媒体を使ってみてはどうか。 

事務局 

・ポータルの掲示で学生は内容を確認できるため、ポータルをより上手に活用していきたい。 

 

甲斐理事 

・助成について知らなかったと回答する学生がいるが、保護者が事業内容を把握していたら子に 

伝えることができる。そのため、入学式で後援会事業のことを説明してはどうか。 

事務局 

・入学式のタイミングでは予算が成立していないため、前年度の事業内容について、スライドを 

使って周知できたらと考える。 

 

梶川会長 

・ホームページに事業内容が詳細に掲載されている。常にその内容を確認することができるよう 

に周知を図ってほしい。 

 

 

  （４）令和７年度予算の執行状況について 

    事務局より、資料２に基づき説明された。 

    おおむね予算どおり執行されており、本日時点で、未執行による特別会計への繰入額は

137,631円の見込みと報告された。 

    また、今年度末で学長が退任されるため、後援会から記念品を贈呈することに決定した。 

記念品の内容等については事務局一任とし、内容決定後に事務局から役員へ報告することと

した。 

なお、贈呈は、卒業式終了後に梶川会長から学長へ手渡しすることに決定した。 

 

＜主な意見・質疑応答＞ 

尾下理事 

 ・特別会計に繰入と記載があるが、特別会計と一般会計の使い分けは。 

 事務局 

 ・特別会計は、主に会費の積み立てとしている。毎年総会後に、特別会計から一般会計へ事業 

に必要な経費を繰入し、事業終了後に予算残額を特別会計に繰入している。 

尾下理事 



 ・毎年度、特別会計に予算残額を繰入すると、特別会計の予算が増額していくと思うが、一般会計 

の予算残額を活用し、アンケート結果等を踏まえて何か追加で支援することもできるのでは。 

事務局 

・昨年度は、１月の役員会の時点で、予算残額が約 600,000円となった。そのため、役員で予算 

残額の活用について協議した結果、４年生全員に国試対策支援金として 5,000円ずつ、計 

約 300,000円を予備費から支出し、残額約 300,000円を特別会計に繰入することとした。 

・また、開学１０周年記念の際には、特別会計の積み立てを活用し、後援会主催で盛大にイベント 

を開催した。 

  

梶川会長 

 ・一般会計は、できるだけ使い切るか、記念事業に向けて積み立てるか、決めておいた方が良い。 

 

八原副会長 

・食堂利用助成や臨地実習交通費助成等、利用実績を踏まえて、次年度の予算を組んでほしい。 

 

       

  （５）卒業記念品について 

     事務局より、資料３に基づき説明がなされ、原案どおり承認された。 

 

 

２ 報告 

  （１）今後の予定について 

     事務局より、今年度の卒業式は３月２３日（月）に決定した旨報告された。 

 

  （２）その他 

 

 

３ その他 

   事務局より、次年度の第 1回役員会は４月下旬に開催する予定であることが報告された。 

 


